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(-、

め
て
多
い
:
と
を
汚
え
て
一
三
ち
た
め
に
は
、
市
の
一
を
大
い
w
k

符
発
L
て
市
の
一
在
で
は
格
式
が
下
っ
て
い

鬼
-
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
と
刷
局
膜
格
式
三
い
ろ
も
の
が
一
恭
礎
宏
附
宣
す
る
こ
と
。
一
て
も
、

む
年
後

r.は
必
守

思

い

ま

す

。

戦

前
勺
一
格
式
k
hり
も
、
ゃ
一
電
力
を
市
内
二
M
車
L
一
両
び
絡
式
の
上
っ
た
立
汲

従
っ
て
、
市
の
将
来
と

一っ
と
下
っ
て
し
を
っ
て
い
一
て
、
そ
れ
を
一元
手
に
各
国
一

な

m附
都
市
が
匝
設
き
れ

い
う
も
の
も
、
も
-
3
少
し
-
る
事
託
、
皆
が
白
鳳
比
し
て
一

の
関
述
工
場
を
誘
致
し
て
一

る
明
ろ
い
同
市
凋
仁
一
上
持
つ

再
検
討
の
必
裂
が
あ
子
ι
そ
れ
花
、
ふ
さ
わ
し
い
市
一
行
く
。
を
し
て
大
村
市
の
一
て
い
る
の

V
あ
り
ず
す
。

思
う
の
で
あ
h
v
全
し
て
、

一政
を
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
一
鵡
礎
で
あ
っ
た
航
安
版
に
一
そ
れ
か
ら
今
年
は
選
鋸

こ
れ
に
は
、
思
い
切
っ
て
一
と
思
ミ
の
で
あ
り
ま
し
て
一
代
る
よ
う
町
内
容
を
持
つ
一

η
当
り
年

t
も一広
.、
ょ
う

お
ー
い
が
貧
乏
人
は
貧
乏
市
口
町
一
皆
簡
の
一
府
の
抑
協
一
た
も
の
そ
作
ふ
り
上
け
ミ
一
に
、
各
国
つ
選
払
が
海
山

市
民
の
皆
壊
、
新
年
お
一
在
主
で
除
、
官
界
や
園
内
一
そ
れ
に
は
、
今
後
陀
封
一
人
ら
し
〈
、
せ
ね
ば
た

ι一力
を
、
お
闘
い
し
た
い
と
一
と
云
-
ユ
」
も
旧
空
廠
心
主
一
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
忙
は

芽
出
庇
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
の
情
勢
も
、
す
っ
か
り
変
一
す
る
考
え
方
の
基
礎
と
し
一
ね
と
い
・
可
気
が
す
る
の
で
一存
や
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
よ
突
き
な
も
つ
は
今
日
，
一い
A
V

れ
も
立
母
な
人
が
出

年
が
、
あ
ら
た
直
子
り
、
一
っ
て
い
ろ
の
で
る
り
企
し
一
℃
、
大
村
市
が
出
来
上
つ
一

b
h
v
ま
す
・

一

私
は
、
大
村
市
の
将
来
一
で川
、到
底
川
来
沿
い

t
忠
一
て
好
い
政
治
を
や
つ
や
蹴

お
百
度
い
元
旦
た
迎
え
一

τ、
そ
の
観
点
か
ら
、
規
一
て
以
来
の
大
村
市
の
喜
一
お
正
月

Z
、
食

ZT
Zと
し
て
は
、

互

い
ま
す
が
、
三
う
い
:
一〈
K
う
、
大
い
に
公
明
選

る
に
誠
司
っ
て
、
大
村
市
守
』

7
は
、
お

E
K
、
之
の
際
一
が
、
現
足
首
時
の
級
相
と
一
日
目
、
ピ
ヲ
か
と
思
い
ま
す
的
な
回
一則
都
市
子
な
る

Z
一と
で
旧
安
廠
品
「
一
め
合
せ

一般
を
、
や
る
う
で
は
あ
り

い

-
i
f員
に
見
直
し一

民
創
に
大
村
市
・
と
い
う
も
一
現
在
の
績
相
と
で
は
‘
他
一
合
、
民
制
に
我
々
の
市
の
と
を
汚
え
た
い
の
で

b
o
一
を
す
る
必
要
が
あ
る
主
忠
一全
せ
ん
か
。

て
見
た
い
k
思
い
全
す
。

一
の
の
行
方
を
、
よ
〈
考
え
一
の
都
市
に
比
ペ
て
全
然
遺
一
昨
遣
と
、
将
来
を
考
え
る

一ま
す
。

一

う
わ
で
あ
む
全
す
。

一

〉
)
1
41
1
i
t
---

そ
も
/
¥
大
村
市
が
市
一
直
し

て
見
不
必
要
が
あ
り
一
っ
て
来
て
お
り
、
大
い
に
一
陀
ほ
、
こ
の
心
情
え
が
必

一

そ
の

た
め
に
は
経
葉
、
一

そ
っ
観
念
で
市
民
情
印
一今
年
己
そ
時
聞
を

制
を
施
行
し
た
宮
時
と
現
一全

す

。

一

変

化

し

℃

い

る

こ

と

が

樹

一

場

r
t思
い
企
す
。

一特
吃
農
林
活
や
水
縁
取
氏
阪
一
が
御
協
力
下
さ
れ
ば
、
現
一

随
行
し
ま
し
ょ
う

理
想
以的

実:自
任園

Ti需
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将
来
の

織
想
は

年
.民
所
癒
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た
も

の
が
あ
っ
た
事
は
一
酸
味
は
油
度
で
あ
っ
た
。
一

白

口

日

切

が

休

し

い

一

興

す

き

)?
と
が
大
切
で
一

二

名

ム

練

士

六

名

ム

五

段

一

惜
し
ま
れ
る
。
一
夏
存
は
煤
病
巣
、
及
び
一

t
n
q
i

一
あ
る
。
ま
た
卵
武
の
色
一
意
気
軒
目
印
・
竹
刀

の

手

え

六

名

ム
四
段
八
名
ム
コ
一
段
一

穀
類
、

一旦
一
湖
北
ハ
児
童
一
同
背
7

し
た
も
心
が
多
く
会
一

畜
産
物
一
の
部
・
:
一
が
不
良
在
も
乃
が
あ
り一

i

八
名
ム
二
段
十
六
名
ム
初
一

日
が
二
合
医
限
定
さ
れ
一
般
的
に
は
良
く
古
か
っ
た
一
出
口
問
点
検
禦
蜘
間
十
二
一
般
内
飼
養

5
法
〉

'x
一

大

村

剣

漣

協

曾

の

陣

容

段

二

十

名

ム

段

外

一一
十
二
一

て
い
る
た
め
、
調
掛
後
一
上
う
花
。
ネ
ー
ブ
ル
は
僅
一
点
、
蜂
密
二
点
、
牛
乳
一
等
、
特
に

仙

紙

餌

を

わ

が

一

名

ム
少
年
部
初
段
以
下
七
一

の
粒
選
り
、
或
い
は
勝
一
か
一
点
で
良
ロ
聞
と
云
え
る
一
一
点
、
計
凶
十
四
点
で
一
興
え
る
べ
き
で
あ
り
、
一
大
村
剣
道
協
舎
に
於
け
一
〈
全
十
月
三
日

v

=

一名

一

き
が
目
立
っ
て
い
た
。
一
金
柑
、
小
結
相
は
上
等
、
と
一
昨
年
配
比
し
梢
々
増
加
一
外
観
は
良
く
て
も
内
容
一
る
昭
和
二
十
九
年
度
の
実
一

O
長
崎
一
腕
武
徳
一
祭
に
於
て
一
〔
稽
古
日
〕
一

飽
く
ま
で
自
然
の
欣
態
一
は
云
え
・
?
中
程
度
で
あ
る
一
し
た
が
畜
孟
振
興
の
叫
一
が
伴
わ
が
外
観
、
内
容
一
績
は
弐
の
通・り
で

す

口

一

優

勝

一

毎

週

ハ

火

、

木

、

土

d

一

位
三
望
ま
し
一
時
計
れ
w
一
民
引

1
一
関
山
…
誠
一
コ
一
均
一
一
十
九
年
五
月廿一
白叶ト削仁川トィ十一@
開
門
誌
一一刊誌一

大
一
旦
は
全
般
-
刊
に
乾
川
崎
小
一
も
少
1

塞
が
え
さ
け
れ
は
一
鶏
卵
は

zrな
も
の
一
男
力
を

2
zする
。
一

O
長
崎
一
勝
豚
民
体
育
祭
に
一
児
島
市
で
開
催
)
長
崎
一
十
日
間
、
寒
陪
古
主
二

十
分
で
あ
っ
か
」
。
品
。
一
史
に
立
派
で
あ
る
。
一
多
く
、
重
量
不
足
、
形
一
蜂
密
、
牛
乳
は
出
品
点
数
一
於
て
優
附
げ
一
一
腕
選
手
と
し
て
、
尾
坐
一
施
。
(
大
村
剣
道
協
合
〉
一

中
「
」
昨
年
以
上
の
優
秀
口
4

・

t
h
i

一
眠
不
良
の
も
の
、
特
に
一
少
く
、
特
丘
賢
一
蜂
は
今
後
一

O
長
崎
勝
7
7
対
抗
剣
道
一
間
四
段
、
谷
本
四
段
が
一

1

1

1

1

一

が
出
ぎ
れ
て
い
た
事
代
熔
一

一
町

内

l
L質
一
卯
却
な
っ
薄

弱

な

も

の

が

一

の

農

家

経

営

に

是

非

と

り

一

大

命

広

於

℃

大

村

市

役

一

日

場

一

街

諸

問

を

大

切

に

一

し
い
い
1

1

1

一

林

産

物

の

部

一

あ

り

石

攻

防

局

凶

は

ほ

い

|

ー

ト

M同
湾

|

|

ト

川

崎

ぽ

畑

山

崎

凶

「

1

1

1

一

を

む

乏

し

乙

i

出
品
数
が
僅
少
一
木
川
吋
一
山
川
町
制
一
目
ぶ
M
M
U
d
則
一
川
町
じ
れ
一
肘
お
刊
一

一時的問一ト
V

何十日
一院
d
刊
誌
は
γ
片
側
一
吋
一
清
川刊
一一一恥一

全

般

的

に

乾

燥

不

十

分

呆

賓

の

部

・
:
・
一
は
日
本
農
林
規
格
に
準
じ
一
別
主
主
主
に
考
慮
一
で
め
っ
た
。
警
は
殆
一
が
、

・審
査
に
当
っ
て
は

一生
産
の
向
上
に
役
立
つ
支
力
芝
問
題
が
あ
る
よ一

時

温
州
縛
柑
、
四
十
二
、
夏一

採
点
は
包
続
十
点
、
選
別
一
ょ
う
お
願
い
す
ろ
。
十
回
一

E
実
宅
仲
間
で

b
る
が
将
一
農
産
物
.
の
加
工
に
よ
り

一委
踏
用
ロ

ー
ラ
ー
や
施
肥
一う

で

あ

る

。

一

作

物

の

部

:

・

一

被

害

経

3
・
有
無
償
守
の
点

一密
柑
、
十
九
、
金
柑
、
十

一十
五
点
、
炭
質
七
十
五
点
一
木
は

一
般
に
優
良
な
ど
さ
は
形
質
優
良
な
母
樹
一
農
業
再
生
産
児
必
要
注

一機
が
考
案
さ
れ
て
い
る
こ
一

然
し
乍
ら
全
般
的
に
言
一

出
品
点
数
回
三
八
点
、
一
に
つ
い
て
、
肉
眼
と
器

一一
て
、
小
密
柑
、
八
、
共
の

一日
一

O
O点
と
し
た
。
一
の
が
多
く
特
に
根
部
。
一
か
ら
挿
木
苗
の
養
成
を
一
農
具
、
薦
、
草
履
等
の
一
色
は
斯
界
向
上
の
た
め
喜
一
っ
て
熱
心
に
且
つ
極
め
一

内
諾
は
小
豆
一
一
九
、
一
械
で
、
測
定
し
良
否
を

一他
の
報
柑
、
十
一一一
、
共
の

一

〔

感

想

〕

一

宅

長
が
優
良
な
も
の
が
一
希
望
す
る
o

一
外
広
島
付
文
化
D
向
上

一ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
。
義
一

て
真
剣
在
努
力
の
あ
と
一

大
一
旦
一
一
六
、
玄
米
七
一
決
定
し
モ
ポ
、
玄
米
で

一他
、
柿
、
梨
等
、
十
、
計

一
一
般
に
良
賞
。
木
炭
が

一

多

か

っ

た

の

は

喜

ば

し

一

一

吃

引

責

す

る

も

の
で
普
及

一加
工
品
で
ゲ
乙
も
p

の
出
一

が
田
中
え
て
審
査
に
強
り
一

同
姿
-
二
二
、
共
の
他
四
一
は
、
粒
揃
い
後
九
五
%
一
一

O
五
点
で
あ
る
。
一
出
品
さ
れ
た
事
ほ
喜
ば
一

1

1

1

1

1

-

-
l

i

l

l

i

l

i

-

-

ー

ー

一

性

が

b
る
も
の
に
重
点
品
が
多
か
っ
た
が
、
一
等
一
合
い
が
あ
っ
た
。

一

ベ
点
と
な
っ
て
い
る
二
以

k
o
、
も
の
が
多
く

一

毘
H
底
柑
ま
幕
下
け
、盟
一
し
、
が
、
殆
き
境
き
方
一
三
・
晶
、
、

一
を
置
い
て
審
査
し
た
。

-賞
を
得
る
優
秀
品
が
多
か
一、

j
'
t
i
t
i
j
t
i
j
一

審
査
は
塁
物
検
査
規
一

を
お
乾
燥
は
好
天
築
工
作
一引
い
拘
ら
争
、

同日
間
点
一
が
す
炭
化
ひ
傾

向

に

一

素

人

は

な

れ

の

逸

品

一

特

に

優

秀

な

も

の

は

カ

ガ

一
っ
た
反
面
、
ま
冗
研
究
の
ぷ
ナ
川
引
川

j
J一

格

に

よ

っ

て

行

い

、

米

一

恵

ま

れ

、

大

休

良

呼

だ

一

数

が

少

な

く

外

観

、

色

樺

一

足

受

け

ら

れ

た

。

も

う

一

一

，

、

竹

細

工

等

で

北

ハ

の

技

余

地

が

多

い

も

の

、

例

え

一一

4
4
:
t

一一

安
ば
、
松

ο整
否
、
品
一
ー
が
、
仲
に
J
勺
乾
蜘
列
一
の
不
良
な
物
が
多
か
っ
た
一

少
!
J綬
肢
に
炭
化
さ
せ
一
農
用
工
作
品
の
部
一
滞
、

及
び
吠
四
か
ど
り

一術
は
所
謂
素
人
離
れ
の
感
ば
伺
う
締
め
工
合
が
、
ゆ

一…

市

内

て

ん一

質
、
水
分
合
章
、
色
岨
伸
一

良
心
得
吃
選
外
に
落
ち
一が
、
甘
味
は
割
合
に
多
く
一
向
強
度
乃
精
錬
を
要
望
.
草
履
四
問
、
三
・も五

O
一
七
竹
細
工
七
、
農
具
四
一
が
あ
っ
た
。

一る
過
ぎ
る
も
の
が
多
く
此
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審
査
長
鯨
立
奪
取
試
験

場

長

月

川

幸

敏

本
品
評
会
の
内
容
は
、
普
通
作
物
、
侍
周
作
物
、
野
菜
、
果
賞
、
高
産
物
、

農
庫
、
事
選
加
工
品
、
良
府
L
作
品
.
諸
繭
、
休
濯
物
、
被
服
手
抑
制
民
品
類
、
伊
山
花

金
裁
の
多
F

岐
に
亘
ゎ
、
三
れ
に
加
う
る
に
、
農
機
具
の
展
示
、
実
演
、
有
益
を

敬
多
の
図
表
の
掲
示
た
さ
が
あ
り
、

関
吃
附
帯
行
事
と
し
て
の
、
四
日
ク
ラ
プ

研
究
殻
表
会
、
相
撲
、
パ
ザ
l

、
映
一
間
等
、

誠
に
多
種
多
様
、
主
催
者
各
位
勾
御
努

力
。
多
大
な
る
に
敬
意
と
賛
意
を
惜
し
ま
な
い
も
の
で
あ
わ
ま
す
。

三
っ
た
び
審
査
を
受
け

J

G
h
凡
め
に
同
口
附
さ
れ
た
点

数
一
、
七

O
二
点
で
例
年

に
比
し
数
に
於

τほ
少
な

い
憾
が
あ
る
が
、
そ
の
品

質
、
技
術
は
概
ね
良
好
で

あ
っ
て
、
同
口
問
者
各
位
。

努
力
と
、
技
伺
O
進
歩
が

認
め
ら
れ
、
御
同
慶
忙
山
唱

え
た
い
。

以
下
各
印
門
毎
に
審
査

の
概
要
、
並
に
所
感
を
申

越
ぺ
る
。

叫

回

344
乏
己
昆
'
川
斥

r
』堂、

、j
E
r
s
L
3
3内
二

2
旨

川
制
定
着
F
P
ゴ一
z
u
者
一
-
朝
斗
仁
要
川

品
質
技
術
は
概
ね
良
好

モーター
1月 J 升王

2. ~. 4・1
6. 8・7.ト
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(第62号)

九
電
、

通
産
省

ヘ
認
可
申
請

れ早

今

春

四

月

か

ら

着

行

ばけ

九
州
電
力
株
式
食
枇
に
於
て
、
火
力
強
電
所
予
定
地
選
定
の
た
め
、
去
る

七
月
よ
り
管
施
し
て
い
た
松
原
、
閥
単
地
区
の
一
部
、
並
に
鈴
用
地
区
一
郎

の
測
量
、
及
び
地
質
調
査
は
、
各
関
係
各
位
の
御
協
力
に
依
り
十
一
月
五
日

終
了
し
、
目
下
九
電
本
枇
に
於
て
、
各
種
資
料
に
基
き
、
設
置
場
所
の
決
定

に
つ
き
検
討
中
で
あ

h
ま
す
。

今
後
共
、
市
民
各
位
の

絶
大
な
る
御
支
援
ミ
御

協
力
を
切
明
致
し
ま
す

ハ
商
工
水
産
課
〉

りよf:. 政市村大(旬刊)昭和 30年1月1日

崎
燃

の
動
脈
と
も
一
式
、
コ

ペ
き
重
要
な
産
業
で
は

倒
産
、
解
雇
、
相
・次
い

で
起
る
と
云
う
重
大
在

事
態
と
な
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
水
産
業

吃
お
い
て
は
、

無
恭
た

る
・次
第
で
ご
さ

い
ま
す

そ
の
中
医
あ

っ
て
燐

民
の
皆
さ
ん
は
、
お
め

す
憶
せ
や
辛
口
難
に
耐
え

黙
々
と
し
て
、
克
服
し

て
来
ら
れ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
口
乙
t
b
k
改
め

f三〕

等
、

一
般
参
A

偶
者
百
瓦一

洋
圏
、
男
、
女
子

の
有
一
そ

の
養
頑
巴
週
地

で
あ
り
一

十
九
安
守
↓

月

l
昭

和

協

議

会

を

結

成

し

、
本

一

た

比
較
的
深
い
漁
場
に

十
余
名
が
、
出
席
し
て
一

芯

一
組
か
ら
在
る
結
婚
一
海
海
養
殖
に
よ
る
漁
場
の
一
三
十
年
十
二
月
迄

試
験
事
業
D
運
営
、
技

一

は
、
ィ
ヵ
ダ
式
養
殖
の

開
曾
o

三
れ
等
参
観
者
一
式
。
実
演
が
行
わ
れ
た

一
多
角
利
用
の
一
環
と
し
、
一
=
、
試
験
事
業
の
推
進
万

術
の
改
良
、
及
び
事
監
、
-

二
方
法
に
依
っ
て
実
施

設

の

Z
、
地
元
青
一盟

問

叫

ん

ι日
一

戸

日

締

結

附

一
①
犬
同
崎
束
尚
漁
協
組
合

ゴ

バ

認

れ

旧

制

流

↑②

れ

い

簡

易

垂

F
式
養

会
長
、
貞
松
一
教
育
委
員
長
一
散
の
針
策
と
し
て
、
勝
水
一
員
を
以
て
結
成
。

大

付

本

協

議

留

が

中

心

と
な
一

か
き
柵
-
一台
、
垂
下
養

か
ら
挽
拶
が
あ
り
、
地
元
一
産
試
験
場
に
於
て
「
か
き
一
漕
「
か
き
』
養
植
研
究
っ
て
事
業
背
止
に
大
き

一

か
き
筏
川
台

尾
崎
氏
か
ら
、
結
婚
改
善
一
』
養
殖
技
術
改
良
普
及
試
一
舎
が
中
心
と
な

っ
て
、

な
役
剖
乞
県
す
。

一
回
、
種

「
か
き
』

組
合
組
織
に
至
る
ま
で
D
一験
事
業
を
大
村
市
沿
岸
(
一
本
事
業
を
宮
崎
す
る
と
一
三
、
試
駿
事
業
の
内
福

一

本

年
頃
は
宮
城
Mm
ぷ

3

経
過
報
告
が
あ
っ
て
、
直

一東
部
漁
協
地
光
、
共
同
漁

一

共

に
、
そ
の
後

円以管
理
一
①
養
地

B
法

l
f
r養
埴

極

「

h
き
プ
化
酌
¥
有

ち
に
、
鹿
島
会
長
を
司
岬
一業
構
漁
場
内
ゾ

に
昨
年
十
一
及
び
研
究
一
申
書
芳
賀
施
一
法

r
k
k
コ
て
宜
泌
す
る

一

明
ほ
ハ
長

1
沿
岸
、
誠

ぬ
い
…
出
官
一
ト
川
町
時
れ
わ
じ
一②恥
t
h
y
真珠研
究
所
一
日
灯
時
げ
は
抱
一
肝
刊
立
関
h

つ
い
で
、
モ

デ
ル
花
嫁

一り

で

あ

る

。

た

付

支

所

、
市
、
来
品
一
ら
、
海
い
漁
場

に
は
簡

一

用
す
る
。

の
衣
裳
み
せ
な
ど
一

ι相
二

、

責

措
期
閣

漁

協

で

「

か

き

』

養

精

一

易

川

に

い

ム

る

建

泊

、

ま

つ

m工
火
山
占

A
V

い
協
議
会
を
終
了
し
た

が
、
模
擬
結
婚
式
の
献

立
表
を
み
る
と
、
命
岡
山

料
理
十
人
前
が
二
千
七

百
六
十
問
闘
、

酒
二
升

を
除
く
と
な
っ
て
、
一

人
営
り
二
百
七
千
六
回

目
十
銭
と
な

っ
て

い
る

ハ
枇
曾
敬
育
謀
〉

教公育ら
育民委二
課舘員十
長 長長余
、名

田御鹿吃
PI奇厨島 貞
主肩上中松
事曾央敬

簡素の 中にも般かに三々九 度

大
村
践
で
H

ヵ
タ
養
殖

豚

水

試

で

東

浦

に

試

験

事

業

日苦
手日

一動
ひ
っ
C
H年
ご
農
政

本

年

は

ゲ
羊
グ
の
年
、

ゲ
羊
ゲ
ー
平
仰

心
表
徴

で
あ
り
、

コ
キ
騒
な
し

』
と
ι
ア
羊
グ
の
年
に

農
家
の
皆
誌
に
、
品
目

同
度
う
と
市
-
K
け
ま
す

二
千
比
年
も
J
7
フ
ν

政
策
。
余
波
を
受
け

τ

色
々
在
出
来
葺
も
な
い

で
は
な
れ
っ
そ
も
の

D

ぎ

τ、
コ4
十
平
DMq
羊

p
a年
-t
?
羊
と
い
え

ば、

羊
が
目
ド
乙
来
た

つ
ほ
、
そ
う
古
い
話
で

は
な
く
、
明
冶
地
新
以

降

の
三
と
で

あ
ろ
が
、

日
伝
-
D
風
土
亡
適
合
せ

示
、
そ

っ
飼
育
噴
教

に

つ
い
て
も
、
そ

っ
年
々

に
変
化
ポ
あ
つ
吃
。
そ

の
後
、
日
ド
へ
遇
す
る

浸
食
・
な
品
種

吃
改
良
さ

れ
℃
.
今
は
相
当
。
飼

育
一唄
放
に
ヒ
・
り
、
全
国

約
七

O
万
頭
、
ム
ヘ
村
市

で
、
緬
羊
一二

O
O余
頭

山
羊
は
寸
大
村
山
手
』

?
一
寸
名
が
高
く
、
今

E
O
O会
頑
ぐ
ら
い
は

居
り
、

衣
に

、
食

ι、

一
役
を
買
っ
て
局
り
ま

す
。
純
毛

D
洋
服
と
着

込
みJ
、
柴
養
一

(
J
O
V
N

O
巾
羊
心
、
お
乳
ζ

飲

ん
で
の
健
康
第
一
主
義

は
、
農
家
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
も
あ
り
、
誇

り
で
は
左
い
で
し
ょ
う

九
電
に
お
い

τ
ぽ
、
大

付
設
置
は
決
定
仙
円
で
あ
り

通
日産
省
に
疋
式
認
可
を
申

計
百
江
祥
三
本
物
そ
っ
く
り
の
泉
式

新
大
力
強
電
所
は
、

先

一

大

村

一初

の

模

擬

改

善

結

婚

宇

一
期
と
し
て
、

六
万一

六
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
も

一
金
閥
的
吃
生
活
改
善
が
一
に
基
く
討
論
が
あ
り
、
予

の
が
一
基
で
、
そ

の
工
一
叫
ば
れ
て
い

る
折
柄
、
大
一
想
以
上
の
成
果
を
思
け
破

事
は
、

早
け
れ
ば
昭
和

一
村
市
初
の
、
模
擬
改
善
清
一
会
祖
に
終
了
し
た
。

一
三
十
年
同
月
か
ら
着
工
一
婚
式
が
、
竹
松
地
匝
公
民
一
営
日
は
地
元
、
田
添
会

し
、
そ

の
建
設
期
間

に
一
舘
連
絡
協
議
会
主
催
で
十

一
長
、
森
副
会
長
を
始
め

約
二
カ
年
を
要
す
る
の
一

二
月
十

一
日
午
後
二
時
か
一
末
問
、

尾
崎
明
氏
の
外

で
る
り
ま
す
。

一ら、

下
小
路
口
公
民
舘
で
一
部
落
全
員、

及
び
、
市

火
力
強
電
所
が
営
市
に
設
一
開
催
さ
れ
た
が
、
資
演
に
一
内
部
落
公
同
舘
長
、

全

寺

霊

と

し

て

は

川

来

を

羽

寺

さ

る

置
せ
ら
れ
る
之
と
は

、

主

よ
る
研
究
会
と
し
て
、
市

一

婦

人

曾

、

青

年

圏

代

表

・

4

t

j

a
そ

宜

ハ

村
市
は
勿
論
、
長
崎
犠
の一
内
公
民
館
長
連
絡
協
議
会
一
者
、

各
地
区
出
張
所
長

一

咋

布

二
月
、
料
水
£
部
一

「ノ
開
拶
育
成
、
北
び
に
漁
一
経
営
の
合
理
化
を
、
検
討

稜
展
の
た
め
百
年

の
基
礎

一も
、
併
せ

て
開
か
れ
、
二
一
外
特
別
参
舎
者
と
し
て
一
主
催

に
k
hり
い
巾
、
並
び

に
一
業
経
営
五
つ
い
て
水
産
研一

し
た

乃
で
あ
る
が
「
か
き

を
確
立
す
る
も
り
で
あ
り
一
時
間
半
に
わ
た
り
、
水
物
一
北
高
戸
石
村
山
口
主
事

一関
係
漁
協
幹
部
等
が
安
一
集
一
究
会
主
開
催
1A
品
市
漁
業
一
」
養
殖
に
つ
い
て
、

共

心

ま
す
。

一そ
っ
く
り
の
皐
式
、
ご
れ

一
青
年
嗣
、
婦
人
曾
幹
部
一
し
て
、
大
付
崎
漁
業
資
似

一の
施
策
樹
立
、
及
び
漁
協
一

後、

史
に
研
究
の
結
果
、

百
七
十
万
長
崎
勝
民
の
あ
り
ま
し
た
。
長
崎
勝
も
る
李
ラ
イ
ン

の
強

行

、

て

、

心

か

ら

深

い

敬

意

交

替

、
新
年
早
々
に

は

人

は

申

し

ま

し

た

。

ま

皆
さ
ん
。
明
け
ま
し

τ
-
決
し
て
そ
の
波
か
ら
の
た
び
重
な
る
漁
船

の
傘

さ
感
謝
を
捧
け
る
次
第
中
央
、
地
方
を
通
じ

τ

こ
と
に
、
ほ
と
ば
し
る

お

め

で

ミ

う

ご

ず

い

を

が

れ

る

こ

と

は

で

き

ま

捕

な

き

、

農

業

に

お

け

で

あ

り

ま

す

。

「

正

し

選

挙

が

行

わ

れ

る。

諸

澄

み
切

っ
た
清
水
ζ

身

す

。

せ

ん

。
都
会

も

、

農

村

る

暴

風

の

た

め

に

、

予

い

努
力
は
、
必
守
酬
い
政
{
新
、
新
た
な
る
意

を
浸
す

る
よ
う
な
清
々

昭
和
三
十
年
。
輝

か

も

深

一刻
な
不
司
の
虞

只

想

外

の
減

牧

な

ど

。

麟

ら

れ

る

口

」

こ

の

一

年

試

を

も

っ

て

路

進

す

る

し

い

気

持

。

し
い
新
春

K
営
わ
心
か

ー

中

に

も

曝

さ

れ

た

の

で

民

の

皆

さ

ん

の

御

苦

努

の

皆

さ

ん

の

御

努

力

は

年

。

し

か

し

な

が

ら

前

こ

の

気

持

こ

そ

隼

い

ら
御
よ
ろ
乙
び

の
御
挨

あ

わ

ま

し

た
。

も

、

さ

ぞ

か

し

主

、

心

決

し
て
無
駄
じ
は
仰
膨
ら

途
は
多
事
多
難
。
外
に
『
は
じ
め
を
正
す
』

。
さ
つ
を
巾
・

1
土
け

ま
す

炭
鏡
、
造
船
な

E
長

か

ら

お

察

し

申

し

上

け

た

い

。

必

が

や

大

き

く

復
雑
微
妙
な
る
国
際
情

こ
と
は
、
「
終
り
を
金

昨
年

の
問
顧
と
新
年

の

・

「

L

l

実

っ
て
蹄
っ
て
く
る

の

勢

あ
り
。
内
に
解
決
す

う

す

る

」

ゆ

え

ん
で
あ

喜

1
61
新

年

の

御

あ

い

さ

つ

・
・
一
で
あ
め
ま
す
。

既

に

あ

ぺ

き

問

題

が

山
積
し
℃

め

ま

す

o
Z
の
輝
か
し

顧
み
れ
ば
昨
年
は
、
日

一

一

れ
ほ
き
心
配
さ
れ
た
外

お

り

ま

す
。
決
し

て
胡
一
く
、
か
っ
、
苦
難
に
充

本
に
と
っ
て
も
、

ま
た

一-
o
i
l
i--
長

崎

駿

知

事

商

問

竹

次

郎

i
J
一

貨
の
赤
字
ミ

漸

く

黒

々
た
る
大
道
を
行
く
が

も
た
初
春
に
営
り
、
長

長
崎
勝
に
と

っ
て

も

ま

字

に

乗

じ

つ
L
あ
b
、

如

き

も

の

で

は

あ

わ

ま

崎
勝
百
七
十
万
鯨
民
あ

之
主

K
、
イ
パ
ラ
の
道

長
崎
将

の
造
他
業
も

次

せ

ん

。

け

て

、

思

い

を

新

た

K

苦
難
の
連
続
で
あ
わ
ま

々
に
註
文
が
来
る

よ

う

あ

れ

を

想

い

、
三
れ

し

て

、

家

の

た

め

、

郷

じ
た。

一

兆

凶

予

算

の

陀

た

っ

て

参

り

す

し

た

に

想

い

を

致

せ

ば

、

全

土

の
た
め
、
ひ
い
て
は

堅
持
を
中
心
は
す
る

政

今

年

こ

そ

は

希

望

の

年

身

お

か
守
か

b
引

き

締

ぽ

蹴

出

切

除

制

一

一

消
3
1
フ
レ

政
策
点

、

飛

路

の
年
で
泣
け
れ
ば

ろ
感
じ
が
致
し
ま
す
。

す
よ
う
切

K
お
願
い
す

畳
間
津
、々
浦
々
、

至

る

在

h

り
ま
せ
ん
。

『
新
作
は
、
清
洲
な
る

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

主

乙

る

吃

波

及

し

て

参

昨

年

末

K
は

政

府

が

水

の
如
し
」

と
或
る
歌

ハ
昭
和
一二
十
年
一冗
且
》

か
0

・
と
こ
ろ
が
、
こ
っ

グ
羊
q

D
平
つ
農
-ぷ
経

済
の
兎
透
しゅよ
?

二
十
九
平
来
の
デ

ア

ν
政
策
冗
遠
く
、
近

く
波
を
打
っ
て
崎
民
家
巴

ま
で
及
ん

σき
ま
し
た

そ
う
上
に
政
府
は
変
る

研
得
な
ふ
え
な
い
、
遺

産
物
円
以
慣
格
K
の
も
雌

入
)
肥
料
、
被
服
、
農

機
具
、
農
策
、
色
々

な

奇
材
等
々
飲
差
状

「
は

さ
み
統
J

ひ
高
値
戸

、

，
一
つ
、
一
つ
農
家
に
獅
背

い
て
来
る
。

新
竿
早
々

で
は
あ
る

‘が、

一
年
力
叫
一
川
を
危
旦

に
リ
け
そ
う
し
て
打
唱
が

山
川
来
、
住
み
よ
い
金
付

塑
か
在
農
ぷ
へ

の
途
し

る
ぺ
と
も
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
心
合
せ
て
、
そ

の
方
向
へ
↓
路
遁
進
を

す
ぺ
き
で
は
あ
り

ま
す

ま
い

か
。
で
も、

そ
の

遣
は
チ
坦
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
平
坦
で
は

在
い
さ
い
号
理
由
は
或

い
は
不
足
D
長
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

一

階
申
述
〈
℃
、
そ
う
し

て
善
渇
す
る
点
を
検
討

し
て
鬼
て
下
さ
い
。

そ

れ

は

土
地
が
狭

い
。
所
得
が
、
ふ
え
な

い
反
商
、
家
計
物
資
の

消
費
量
が
、
ふ
え
た
と

一式
う
か
も

W
れ
泊
。
で

も
農
家
全
体

バJ
経
済
刈

ヒ
と

υえ
る
か
。
農
ぷ

だ
け
で
主
活
党
主
、

ιμ

げ

y
d
d
山

ω
す
こ
三

心
同
来

る
刷
判
長
J

抵
の
，
以
戸
、
戦
前

℃
比
べ
て
防
庁
活
℃
減
じ

均
三
一
刻
一
小
農
支
は
外
に

何
〈

が
高
川
史
む
す

る
か

事
実
を
す
る
か
、
人
夫

団
居
D
賃
仕
事
を
や
る

'h
、
出
僚
を
す
る
設
業

書
家
と
な
っ
℃
げ
る
。

而
也
、
こ
円
以
設
定
農
家

。
約
川
剖
・P
農
迄
ヒ
り

も
殺
装
円以
五
〈
重
点
を

お
い
て
い
る
。

を
れ
で

も
穀
業
や
賃
稼
ぎ
セ
や

っ
て
も
、
匂
赤
字
を
局

し
て
い
る
農
家
主
、
機

農
家
以
一
一
一
二
%
に
も
達

し
て
い
る
。
三
乃
こ
と

は
農
家
が
、
農
占
物
で

ほ
在
く
抑
m
D
州
労
働
力
を

ま
す
ま
す
多
く
販
賛
す

る
よ
う
に
在
っ
て
来
た

之
と
で
、
そ
れ
は
家
計

の
膨
脹
が
農
家
心
兼
業

化
を
進
め
さ
要
因
で
あ

り
、
乗
業
依
存
の
苦
悩

も
、
三
三
吃
あ
る
。
こ

う
し
て
ジ
リ
/
¥
、
く

やJ
れ
ゆ
く
農
村

。
景

気

は
同
犯
に
ダ
フ
レ
の
波
が

三
れ
に
拍
車
を
か
け
る

で
あ
ろ
う
こ
と
は
思
像

に
か
た
く
な
い
。

こ

う

し

た

農
誠
や
、

農
村

へ
吹
き
ま
く
る
不

況

ノ
打
滑
は
、
適
切
な

農
業
政
策
に
待
っ
こ
7
と

も
、
大
切
で
あ
り
、
寧

ろ
良
氏
の
死
活
は
農
民

医
対
す
る
、
政
治
の
知

何
、
組
合
幽
緒
。
如
何

に
あ
る
。

農
民
の
経
済
、

そ
の

生
活
に
最
も
闘
係

ρ探

い
草
要
注
農
政
、
持
に

土
地
の
同
雄
、
米
銭
。

之
と
か
ら
、
負
但
、
負

債
、
肥
料
ペノ
同
川
題
等
々

に
封
す
る
政
策
。
如
何

が
、
明
日
〉
農
誕
の
生

活
を
支
配
す
る
の
で
あ

ろ
う
。
政
治
は
力
で
あ

わ
、
農
家
。
皆
様
D
政

治
市
町
自
党
℃
よ
っ

て、

農
業
経
営
つ
万
全
を
必

が
や
造
成
し
得
る
進
路

と
な
る
三
と
を
確
信
し

を
す
口

，
圏

結

成

力

で
あ
わ

ま
す
。
願
わ
く
ば
グ
羊

年
ゲ
早
々
、
平
和
な
平

の
姿
仁

、
あ
や
か

つ
て

羊
が
視
を
敬
い
脆
λ

っ
き

乳
を
呑
み
、
先
き

に
主

れ
た
羊
と
後
に
生
れ
た

羊
三
一長
幼
の
礼
を
守
わ

争
わ
が
、
群
居
し
て
居

る
共
の
姿
を
熱
脱
し
て

。
我
れ
羊
に
従
わ
ん
M
V

(
義
の
字
が
出
来
た
意

味
と
か
d

今
年
こ
そ
、
農
家
の

皆
様
、
心
揃
え
て
元
気

で
扇
張
り
ま
し
ょ

ヲ
。

よ
ろ
し
く
(
農
林
課
長
)
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昭和 30年 1月1日

七

千

五

百

万
闘
で
ゴ
一
ヵ
年
計
画

四

月

か

ら

空

廠

跡

に

建

設

(旬刊〉りよ?ゴ政市村

償
却
資
産
の
所
有
者
ヘ

一

月

一

日

現

在

で

申

告

し

て

下

さ

い

一ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
募
集

四
日
ま
て
申
込

大(第62号)

~)を封及び接 (1 ) 申 ''''，，...，，，...，，，，-，，l1li，，，，，'''''''い
し右工除象び蓮置構生お上わ税務課から
くり具くに自搬川築玄知 、ま日... "'.."....ρ 
は費、」ノ左前具舶物 z ら期す ー在方 府
ー産買 っ蛮ハ舶(司要せ日の巾の税に償
組で、 て、自制捜す致まで野償法供却
のー及 い荷動車械るしで、22却 Jす資
時個び る車車輔、資受 K 該E資 規る 産
慣、備 も税税、及産て 決当E産定償 ハ
千若品のの、及び れ者~tt:1'C却土

たは字つよ費地
にはー抽 〈次ヲいり産、
、税、準務ー在和闘 由庁内るィ、 kノ崇

お務申備課二忙 三 以 告挙与三毎の謹
尋課告し、安所十上 し項コ一年所以
ね、にて叉告有年の て K に月一有外
ハ下叉つあは用すーも 戴御号末月者 。
税さはいり出紙る月 の く留 日ーは事
務い出てま張はも ーて よ意℃ま日，、業
課。強詳す所、 の日 うのおで現地の
所細。 K 税 現昭

お詳 お関渡
問細書ほれ在芳て降度民金三匂鹿 141抗昭
合はをーまる方は の，....，のの ま怖 の 和
(せ閥提月すこ法‘渡で諸最移す移プ 三
間下枇出 V4の とな 膝 航 あ経も民 。民ヲ十
世 3議;し 日でが E募移り費いは を:)年
事い務てま、予、手民、七ら、 募ル二
務。所下 で希想、複観に四万在携 集関
所 tc~ 陀笠せ雑、つ月闘い行 しゴ三
、J 、い願者らに選い以程移費 てム月

市
民
各
位
へ
の
-J

知
ら
せ
ば
、
ナ
ペ
ス

力
を
、

お
願
い
し
ま
す
。

〈
農
林
課
V

き信長γ向松i食虫の駆除期間，、1
-...... ......，- .，1 ， ‘ 

語~ ~~~ 1月10日---2月10日 i
禁れ料~ヘ戸川.，，，，"I.，._，，，~，，， ，，， .，.1o.山内山… E 

止、又 の なす願協でき日かる除 の
吃まは材お。い力皆れまら一期松毎
も?と板は m~ 致を様まで 二月 間喰年
御皮材組除 し、のす娯月十が虫実
1協付 ¥'c力捕 まお御の 施十日来 臨施

で十 3必末合日 配お
有二いが日 1f分一 給以
妓月。 月で) 仰木

子会 Z22義喜 鼠皆
ハ 。ー受ら l士し分 お月
市月 配れ町二ハ 知由
民末 しま給日特ら正
課 目 てす月分配せ L::'

~ 下。のをー

関
係
者
の
御
協
力
を

ロ
月
幻
日
現
在
で
ス
笠
岡
一
容
に
調
査

工手 ~{!Äト玲Jユ

新
春
中
学
校
を
卒
業
し

就
職
合
希
望
さ
れ
る

:・

保
護
者
の
皆
様
に
:
;
:

デ
ア
レ
の
波
と
共
に
失
業
情
勢
は
、
益
々
深
刻
の

度
を
増
し
、
各
種
の
企
業
体
は
、
事
業
縮
少
に
、

又
企
業
閉
鎖
等
を
実
施
し
、
失
業
者
は
目
増
に
増

加
の
一
途
を
辿
っ
て
来
ま
し
た
。
本
年
も
余
す
事

幾
何
も
あ
り
ま
せ
ん
が
‘
明
春
、
事
窓
を
巣
立
つ

方
の
御
家
庭
で
は
、
進
撃
に
家
業
従
事
陀
、
叉
就

職
K
三
、
そ
れ
ん
、1
の
方
針
に
従
っ
て
、
配
意
さ

れ
て
い
る
主
存
C
ま
す
。

『
市
政
だ
よ
り
」

速
や
か
に
配
付
の
上
、

で
す
a
t

業

し
た
。
伝
・
年
度
も
強
力
に

一
お
願
い
致
し
ま
す
。

一延
期
さ
れ
ま

L
た目

線
化
を
推
進
す
付
く
是
非
一
在
お
申
請
受
付
期
日
も

一

〈
農
林
課
〉

皆
様
に
一
清
の
御
協
力
を
一
明
年
一
月
二
十
日
ま
で
、

一

一 一一一一 一 一

重縁化業事 z池a 十三幽ム万闘(関賞後【賞門抽 す金成連-万 0目こ 浪・崎車宏
迭A製主業AA貴 G査闘 申行うする調査所遺業主を現在十 F
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刀に限 ω i守k等 J 五】金目 u函 化泊割当る 、崎瓢ぴ長 五 γ 
木問喧 重象苦 てい計1法前自6十月 方D 業止の旦期

煩を つい を -b，.千】 三次 賓
身ぴ廻J品 先 日 U法 す 閥範U 一 )ま 万一闘 との自 ~~ß 1さ 迄頃確定を る 十周

年ZE補 び織紡 く 備準業事ー和
で。品凶等十〈一且A特百 廿-月 ー枚丘 部に在ようで 木 '-" 1'it tc 製回 二

調な 々 十助 下万平 苫あり在位特賞 む -一ー " ー一一一一一 一

j g申 j千Lハlち!ム〉庁 4日 O間 よるまわ 、賞金遺、 ヶ

、牢五特賞E豊潤 う、 L村士市付路復資金興 』ま 、うー。震8て請 そυ ハ 2Kの百発
得てを辿向者め 延鰯 謀翼一五 A喜h 平- 閣M で対千一 万行

百一、.ノ い、し

、写ム 致目てc調達 |司
来ま順 〉百五万前 し(I"J約」

J女平平交〈ヱ工手

公
共
職
業
安
定
所
K

於
て
ほ
、
職
業
講
話
に

叉
就
職
希
望
者
に
対
す

る
個
人
面
接
に
よ
り
職

業
指
導
を
実
地
し
、
各

人
に
対
す
る
適
職
の
決

定
を
な
し
、
本
年
一

月

よ
り

の
紹
介
あ
つ
旋
の

準
備
肥
大
童
陀
た
っ
て

お
り
ま
す
が
、
例
年
の

習
わ
し
陀
よ
り
ま
す
と

卒
業
間
近
に
在
っ
て
職

業
を
求
め
ら
れ
る
方
や

ま
た
卒
業
後
医
た

っ
て

職
業
を
求
め
ら
れ
る
方

が
非
常
多
い
の
で
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
の
方
忙
対
し

て
は
、
き
う
し
て
も
早

く
か
ら
方
針
を
決
定
し

た
方
が
良
い
職
業
に
就

か
れ
る
の
で
、
本
人

の

希
望
巴
副
う
事
が
出
来

た
い
事
が
あ
り
ま
す
。

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

は、

早
念
に
方
針
を
決

定
し
て
、
t

一
日
も
早
く

お
申
込
み
〆下
さ
い
。

然
し
職
種
を
決
定
す

る
の
忙
全
然
保
護
者
が

関
知
さ
れ
在
い
方
が
、

非
常
に
多
く
、
本
人
全

よ
く
お
讃
み
下
さ
い
。

大村市の人口 (11月初日現私自衛隊隊内居住者を除り

計

15.934 

口

19.058 

7 254 

3 4羽

3.265 

34佃

3136 

57.388 
57 166 

1913 

女・

8，379 

9，727 

3，725 

1，761 

1，673 

1:103 

1.619 

1，023 

29，485 

125 

人

男

7 ，555 

9，331 

在十理核予側所
E床棟病坪遣は新十月休れ敷要病利し
計そ 、棟 で路、しー早的に地笠院用三大
約 の 博 一、 沿奮く年々計伴が 3と者年村
四他染棟第 い空建度、喪う決れ し も余市
千、病 !J.ーの廠設中第が起定℃て年り立
万附棟十年敷iE~ r亡一進債さい使々の府
間風』床攻地門れは年めのれた用増間院
の施棟 、は約四る完攻ら枠愈のし加、は
エ設三管結n.北場成のれや 々でてし市
司一一ー さ工、、三あいま民昭

百寄和干の棟十事れ事去国ヵめだ しの 和
五宿三万他 ι年でるにる庫年まちに性一
十合十閲ぷ十度第予着十楠のす のが療十
、一、自床は二定手二助年。で、に六

闘そ 二千第属 、年でし月在ヨた とあ 御営年
との 度三地一緒次ぁ引の E計三 b承わ十
予他は平設般核のり捜定が踊る 、知、月

おおお露関手当普通之荷量脳
れ三空空三モ ーニ 。稽曾 ら設般蓄めの保
ま約約補約完 綾でれす、元戦病直
れ fib..助七成 事、たる病し!場院替
て百千約千ま 業本のこ院〈中三病
ハ い飴万二 五で と決でとと 、 、し院
保全万閲千百 D しり、としそ工てと
険す聞、 万 Jj綿 て t建なての民親し
衛 0-../自 開問工 昭在設り適改宿して
生 が巳、(費 和めの 、、当第合ま発
課 見負担闘は 三正具そ在がをれ足
Lノ 込櫓債庫

料明の工て額業製こセi手工写戸空空年工業調査
、ら経業詳、者造の るー業。て
及 か済 の納 生、工調 三日調 、業昭
ぴに前 回 ι誌)京場査 と現査 ぉ調和
i遺す動か調額材 には に 在は 知査二
商るのらべ等料 つ、 在で、 らり十
遁統実我て吃 f)い全 わ 、十 せ実九
業計態が製つ使て国 主管 二 致施年
政資を閥造い肘 f足。 し施月 しに 工

御す作て心係他れすぺ 参直年三
協のり戴 のあ 'るる?とたり接 ー のま策
力で上き上り側も?と 事おま、月調すの
を 、け 、、ま人のめ柄、す事初査。薬
、事fr買正せ のでにはこ。業句に 礎
お業い実しん利、の統ワ 所陀閥 資
腕所とのくか害税み計調 へ 調 し 料
い各思統申ら K 金使を査 調査て と
致位い計台御はそ周作で 査員は な
しのまをし安関 っき成調 にが本 り

世帯設
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村
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大

大

西

竹

松

区
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3，529 

1，659 
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1，705 

1，517 
8叩

27，178 
71，681 
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田

沼

M

R
U
R
u
q
u
 

11 566 
11.521 

原

Z宮

刑

鱒

前

増

田

浦

敏

末月

械

繭

萱

鈴

新
有
権
者
及
自
覚

成
人
の
臼
や
期
し
て
募
集

昭
和
三
十
年

一
日月十

五
日
の
。
成
人
の
日
ゲ

を
期
し
て
、
次
の
要
領

で
新
有
権
者
か
ら
感
想

文
を
募
集
し
ま
す
の
で

多
数
臨
募
し
て
下

3
い

て

標

題
H

新
有
権
者

'と
し
て
つ
選
挙
に
討
す

か
せ
の
方
が
あ
り
ま
す

。
で
紹
介
後
、
採
用
決

定
し
て
い
る
方
が
、
い

上
/

¥
h
卒
業
後
、
劫
務

す
る
事
v
k

た
る
止
位
按

tc
か
、
又
保
護
者
の
許

可
が
、
泣
い
た
め
取
消

す
方
等
が
あ
り
、
雇
用

主
に
多
大
の
迷
惑
を、

お
掛
け
し
て
お
る
よ
、
、

在
事
情
で

ゐ
h

り
ま
す
。

職
業
を
決
定
す
る

O

K

ギ
人
ま
か
せ
忙
な
さ
る

の
は
非
常
に
危
険
性
が

伴
い
ま
す
。

就
職
を
希
望
さ
れ
る

る
白
魔

=
、
宇
敷

h
二
千
字
以

内
〈
岡
市
紙

t
二
百
宇
治

又
は
四
百
字
誌
の
原
稿

用
紙
〉

三
、
鹿
募
資
格
H

昭
和

十
年

一
月
一
日
か
ら
J
f

周
平
十
二
司
三
十

一
日

方
の
保
護
者
は
、
職
業

安
定
法
に
基
き
、
諸
屈

の
統
計
資
料
、
各
種

の

情
報
専
乞
上
り
金
司
的

に一

糸
乱
れ
ぎ

ぷ
職
業

紹
介
を
専
問
に
実
施
し

て
い
る
公
共
職
業
安
定

所
陀
、
お
品
川
の
上
、
御

相
談
下

3
い
。
叉
各
中

挙
校
で
も
挙
佼
卒
業
者

の
職
業
紹
介
。
重
要
性

に
鑑
み
本
年
間
月
ル
ら

職
業
指
導
主
事
が
任
命

さ
れ
て
、
職
業
安
定
所

の
業
務
の
一
部
を
分
婚

し
て
頂
き
、
安
定
例
と

222 

36 

_~~~Iろ一民I~-'笠並全

222 

人 口の動~ (11月中)

4ラ

増{出生
、lほ入

減{死転
、亡出

伐)9
485日

124 

6. 

;成人の日

: 1月16日10時
j中央公民館!

:男女成人の方ま当日全;

:員ぉ集り下さい

(i必書課)

ま
で
に
生
れ
た
者

四
、
提
出
先
H

東
京
都

千
代
田
区
霞
ヶ
関
、
自

治
臨
曙
聞
事
出
宛
と
し
、

腹
集
者
の
住
所
、
氏
名

宅
年
月
日
、

及
川
リ
臓
業

そ
明
記
す
る
。

五
、
提
出
期
限
l
昭
和

一一
一十
年
一
月
十
丘
尽
か

ら
二
月
十
司
ま
で

六
、
入
選
作
品
表
彰

一
等
二
万
闘
か
ら
三
等

ま
で〈選
挙
管
嘩
巻
、
員
曾
J

一
備
に
在
っ
て
、
卒
業

者
の
職
業
紹
介
を
行
っ

て
お
り
ま
す
か
ら
、
串

校
で
御
相
談
下
さ
る
の

も
結
構
で
す
。

な
お
雇
主
の
方
ほ
明

春
三
月
に
は
、
例
年
以

上

。
新
規
卒
業
就
職
希

望
者
が
強
想

5
れ
を
す

の
で
一
名
で
も
多
く
の

新
規
卒
業
者
を
、
お
履

い
下
さ
い
を
す
よ
う
、

お
闘
い
申
上
け
ま
す
。

良
い
職
.

良
い
世
話

良
い
世
会
ハ
大
村
公
共

職
業
安
定
所
υ

指7
351 
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